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１．全国における品類別地域間流動量の状況
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〇 品類別流動量は、件数別で軽工業品、金属機械工業品、雑工業品の順に多く、約７割を占める。

〇 雑工業品、軽工業品、農水産品の1件当たりの流動ロットが低く、0.5トン以下となっている。

出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

表 品類別流動量・流動ロット ー重量・件数ー

(３日間調査 単位：トン，件，トン／件）

流 動 量 （件 数） 流 動 量 （重 量） 流 動

品 類 構成比（％） 構成比（％） ロット

農水産品 2,338,467 10.3% 1,113,069 5.0% 0.48

林産品 167,562 0.7% 387,213 1.7% 2.31

鉱産品 174,418 0.8% 4,597,144 20.7% 26.36

金属機械工業品 5,025,925 22.2% 4,122,206 18.6% 0.82

化学工業品 3,648,033 16.1% 7,491,074 33.8% 2.05

軽工業品 5,246,781 23.2% 2,253,280 10.2% 0.43

雑工業品 4,962,405 21.9% 930,975 4.2% 0.19

排出物 113,377 0.5% 771,420 3.5% 6.80

特殊品 931,526 4.1% 504,876 2.3% 0.54

合 計 22,608,493 100.0% 22,171,258 100.0% 0.98

農水産品 麦、米、雑穀・豆、野菜・果物、羊毛、その他の畜産物、水産品、綿花、その他の農産品
林産品 原木、製材、薪炭、樹脂類、その他の林産品

鉱産品
石炭、鉄鉱石、その他の金属鉱、砂利・砂・石材、石灰石、原油・天然ガス、りん鉱石、原塩、
その他の非金属鉱物

金属機械工業品
鉄鋼、非鉄金属、金属製品、産業機械、電気機械、自動車、自動車部品、その他の輸送機械、精
密機械、その他の機械

化学工業品
セメント、生コンクリート、セメント製品、ガラス・ガラス製品、陶磁器、その他の窯業品、重
油、揮発油、その他の石油、LNG・LPG、その他の石油製品、コークス、その他の石炭製品、化
学薬品、化学肥料、染料・顔料・塗料、合成樹脂、動植物性油脂、その他の化学工業品

軽工業品 パルプ、紙、糸、織物、砂糖、その他の食料工業品、飲料

雑工業品
書籍・印刷物・記録物、がん具、衣服・身の回り品、文房具・運動娯楽品、家具・装備品、その
他の日用品、木製品、ゴム製品、その他の製造工業品

排出物
廃自動車、廃家電、金属スクラップ、金属製容器包装廃棄物、使用済みガラスびん、その他容器
包装廃棄物、古紙、廃プラスチック類、燃え殻、汚泥、鉱さい、ばいじん、その他の産業廃棄物

特殊品 動植物性飼肥料、金属製輸送用容器、その他の輸送用容器、取り寄せ品

化学工業品, 

33.8%

鉱産品, 

20.7%

金属機械工業品, 

18.6%

軽工業品, 

10.2%

農水産品, 

5.0%

雑工業品, 

4.2%

排出物, 

3.5%

特殊品, 

2.3%

林産品, 

1.7%
(３日間調査）

軽工業品, 

23.2%

金属機械工業

品, 22.2%
雑工業品, 

21.9%

化学工業品, 

16.1%

農水産品, 

10.3%

特殊品, 4.1%

鉱産品, 0.8%

林産品, 0.7% 排出物, 

0.5%
(３日間調査）

流動量（件数）構成比

流動量（重量）構成比



２．関東発着における流動量の状況（全品類）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

0～10万件
10～30万件
30万件以上

地域間流動
（関東発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

〇 関東―近畿、中部間の流動が最も多く、続いて、関東―東北、北陸信越、中国間の流動が多い
○ 関東発より関東着の流動が多い

地域間流動
（各地域発関東着、件数）
（３日間調査 単位：件）

発 着 流動量（件数）

関東 北海道 63,178

関東 東北 249,403

関東 北陸信越 218,506

関東 中部 332,968

関東 近畿 388,648

関東 中国 87,016

関東 四国 40,274

関東 九州 121,020

関東 沖縄 9,718

合計 1,510,730

発 着 流動量（件数）

北海道 関東 38,770

東北 関東 267,836

北陸信越 関東 308,184

中部 関東 484,253

近畿 関東 718,975

中国 関東 274,519

四国 関東 104,450

九州 関東 87,191

沖縄 関東 5,170

合計 2,289,348



２．関東発着における流動量の状況（金属機械工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 関東発は近畿、中部着が多く、関東着は中部、東北発が多い
○ 関東着より関東発の流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

地域間流動
（関東発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発関東着、件数）
（３日間調査 単位：件）

発 着 流動量（件数）

関東 北海道 14,468

関東 東北 84,010

関東 北陸信越 63,119

関東 中部 92,615

関東 近畿 197,643

関東 中国 26,897

関東 四国 11,048

関東 九州 38,042

関東 沖縄 1,951

合計 529,794

発 着 流動量（件数）

北海道 関東 2,681

東北 関東 126,668

北陸信越 関東 91,841

中部 関東 164,634

近畿 関東 67,940

中国 関東 16,929

四国 関東 5,832

九州 関東 19,787

沖縄 関東 0

合計 496,312



２．関東発着における流動量の状況（軽工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 関東発は中部、近畿着が多く、関東着は近畿、北陸信越発及び東北、中国が多い
○ 関東着が関東発の２．６倍程度と圧倒的に流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

地域間流動
（関東発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発関東着、件数）
（３日間調査 単位：件）

発 着 流動量（件数）

関東 北海道 4,958

関東 東北 16,517

関東 北陸信越 14,654

関東 中部 46,008

関東 近畿 33,901

関東 中国 5,936

関東 四国 2,604

関東 九州 10,503

関東 沖縄 2,822

合計 137,902

発 着 流動量（件数）

北海道 関東 14,435

東北 関東 53,984

北陸信越 関東 68,216

中部 関東 36,939

近畿 関東 108,099

中国 関東 54,299

四国 関東 8,901

九州 関東 20,555

沖縄 関東 3

合計 365,431



２．関東発着における流動量の状況（雑工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 関東―近畿、中部間の流動が最も多く、続いて、関東―東北、中国間の流動が多い
○ 関東発より関東着の流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

地域間流動
（関東発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発関東着、件数）
（３日間調査 単位：件）

発 着 流動量（件数）

関東 北海道 26,016

関東 東北 66,548

関東 北陸信越 44,101

関東 中部 90,658

関東 近畿 82,235

関東 中国 29,969

関東 四国 13,481

関東 九州 38,441

関東 沖縄 3,180

合計 394,629

発 着 流動量（件数）

北海道 関東 10,470

東北 関東 50,432

北陸信越 関東 48,407

中部 関東 188,517

近畿 関東 235,216

中国 関東 173,454

四国 関東 20,892

九州 関東 21,182

沖縄 関東 4,731

合計 753,301



３．首都圏発の輸送モード（首都圏→北海道、軽・雑工業品）

6

出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査 報告書」より作成

〇 首都圏発北海道向けの場合、鉄道輸送、海上輸送、航空輸送のいずれかを利用することになるが、
このうち船舶の利用割合が最も高く、7６.１％を占めている。

トラック

鉄道

船舶

航空



３．首都圏発の輸送モード（首都圏→九州、軽・雑工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査 報告書」より作成

〇 首都圏発九州向けの場合は、トラック利用が70.2％、鉄道コンテナ利用が33.4％を占めており、船舶
の利用率は5.7％にとどまっている。

トラック

船舶

航空

鉄道



４．近畿発着における流動量の状況（全品類）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 近畿―関東、中部間の流動が最も多く、続いて、近畿―北陸信越、中国、九州間の流動が多い
○ 近畿着より近畿発の流動が多い

0～10万件
10～30万件
30万件以上

発 着 流動量（件数）

近畿 北海道 49,408

近畿 東北 106,037

近畿 関東 718,975

近畿 北陸信越 178,318

近畿 中部 399,928

近畿 中国 213,698

近畿 四国 112,103

近畿 九州 197,704

近畿 沖縄 14,848

合計 1,991,018

発 着 流動量（件数）

北海道 近畿 12,118

東北 近畿 63,547

関東 近畿 388,648

北陸信越 近畿 138,630

中部 近畿 298,585

中国 近畿 176,986

四国 近畿 99,927

九州 近畿 81,666

沖縄 近畿 541

合計 1,260,647

地域間流動
（近畿発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発近畿着、件数）
（３日間調査 単位：件）



４．近畿発着における流動量の状況（金属機械工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 近畿―関東、中部間の流動が最も多く、続いて、近畿―東北、中国、九州間の流動が多い
○ 近畿発より近畿着の流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

発 着 流動量（件数）

近畿 北海道 4,386

近畿 東北 12,922

近畿 関東 67,940

近畿 北陸信越 15,949

近畿 中部 58,443

近畿 中国 28,867

近畿 四国 8,866

近畿 九州 22,278

近畿 沖縄 1,445

合計 221,096

発 着 流動量（件数）

北海道 近畿 279

東北 近畿 43,544

関東 近畿 197,643

北陸信越 近畿 21,115

中部 近畿 94,432

中国 近畿 29,920

四国 近畿 8,776

九州 近畿 11,273

沖縄 近畿 3

合計 406,985

地域間流動
（近畿発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発近畿着、件数）
（３日間調査 単位：件）



４．近畿発着における流動量の状況（軽工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 近畿発は関東、中部間の流動が最も多く、近畿着は関東、北陸信越間の流動が多い
○ 近畿発が近畿着の２．６倍程度と圧倒的に流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

発 着 流動量（件数）

近畿 北海道 15,350

近畿 東北 28,763

近畿 関東 108,099

近畿 北陸信越 38,323

近畿 中部 91,557

近畿 中国 59,441

近畿 四国 25,935

近畿 九州 44,059

近畿 沖縄 2,448

合計 413,974

発 着 流動量（件数）

北海道 近畿 5,129

東北 近畿 7,533

関東 近畿 33,901

北陸信越 近畿 38,699

中部 近畿 26,319

中国 近畿 22,248

四国 近畿 13,851

九州 近畿 13,370

沖縄 近畿 1

合計 161,051

地域間流動
（近畿発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発近畿着、件数）
（３日間調査 単位：件）



４．近畿発着における流動量の状況（雑工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査」より作成

〇 近畿発は関東、中部間の流動が最も多く、近畿着は中部、中国間の流動が多い
○ 近畿着より近畿発の流動が多い

0～2万件
2～4万件
4万件以上

発 着 流動量（件数）

近畿 北海道 20,409

近畿 東北 35,705

近畿 関東 235,216

近畿 北陸信越 47,387

近畿 中部 120,857

近畿 中国 62,489

近畿 四国 32,735

近畿 九州 63,572

近畿 沖縄 6,744

合計 625,114

発 着 流動量（件数）

北海道 近畿 2,293

東北 近畿 6,758

関東 近畿 82,235

北陸信越 近畿 11,130

中部 近畿 108,345

中国 近畿 101,225

四国 近畿 21,256

九州 近畿 34,862

沖縄 近畿 200

合計 368,304

地域間流動
（近畿発各地域着、件数）
（３日間調査 単位：件）

地域間流動
（各地域発近畿着、件数）
（３日間調査 単位：件）



５．近畿圏発の輸送モード（近畿圏→九州、軽・雑工業品）
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出典:国土交通省「第10回全国貨物純流動調査 報告書」より作成

〇 近畿発九州向けの場合は、トラック利用が87.9％を占めており、鉄道利用は3.9％、 船舶の利用は
6.1％にとどまっている。

トラック

船舶

航空

鉄道



 

以降非公開 


